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 北海道開発局が運用するレーダ雨雪量観測所の観測データは、河川、道路等の管理業務のほ

か、一般への情報配信などに広く利用されている。そのため、予期しない観測の停止が発生し

た際には早急な復旧が必要である。一方で、山頂に所在する本設備が冬期に観測停止すると復

旧作業は困難を極める。本稿では、乙部岳レーダ雨雪量観測設備が一昨年の冬に観測停止し復

旧に８か月を要した経緯を報告するとともに山頂特有の問題点の整理とその解決策を提案する。 
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1.  はじめに 

 高度な電子機器を使用する現代社会において、雷は非

常に大きな脅威である。ひとたび落雷が発生すると、雷

サージという過電圧や過電流が生じ、これが電線などを

伝って電子機器に流れ込み一瞬にして電子機器を故障さ

せる。函館開発建設部が所有する乙部岳レーダ雨雪量観

測所も例外なく雷の危険にさらされている施設であり、

雷害に対してどのように対処するかが大きな課題となっ

ている。 
令和４年１２月１３日、日本海側に設置されている乙

部岳レーダ雨雪量観測所で落雷による停電が発生し、レ

ーダの観測機能をはじめとする全ての通信機能が停止し

た。発生が冬期であったため、観測所までの約１６ｋｍ

の道のりは積雪により通行不能で、復旧は困難を極めた。  
本稿では復旧までの経緯を踏まえ、レーダ観測設備の

維持管理に必要な環境整備について提案する。 
 
 

2.  乙部岳レーダ雨雪量観測所の設置環境 

 乙部岳レーダ雨雪量観測所は、標高１０１６．９ｍの

乙部岳頂上に位置し、平成２年１１月から主に道南付近

においての降雨状況のデータ収集を行っている。観測所

までの道のりは、道道、町道、管理用道路（山頂から約

６ｋｍ区間）を合わせ約１６ｋｍであり、電源ルートは

麓の電柱にて電力会社からの受電を行い、以降は当局の

自営による電柱で１０ｋｍの架空区間、さらに埋設電線

による６ｋｍの配電線路で構成されている。(図-1) 

管理用道路以外は舗装されていないほか、道幅も狭く、

崖になっている箇所も多数あり、落石や倒木の影響を受

けやすい。  

また、台風などの大雨で流れた水の力による路肩の崩

壊等により通行には危険を伴う環境である。(写真-1)冬

期間においては、積もった雪の除雪は行われていないた

め、車両による通行は不能となる。 

 

図-1 乙部岳配電線路 

 

 
写真-1 管理用道路に倒れてきた樹木 
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3.  レーダ雨雪量計の位置づけ 

 令和５年７月現在、国土交通省が設置しているレーダ

雨雪量観測所は全国に６５箇所(Ｃバンド２６、Ｘバン

ド３９)設置されており、このうち乙部岳のレーダ雨雪

量観測設備はＣバンドＭＰレーダに分類される。５ＧＨ

ｚ帯のマイクロ波を使用し、水平・垂直偏波を発射する

ことで精度の高い観測を行っている。観測したデータは

国土交通省本省へ送信され、気象庁への提供のほか、

「国土交通省 川の防災情報」でインターネットにより

一般に公開されており、河川やダム、道路の維持管理に

欠かせない重要な情報源となっている。(写真-2) 

 
写真-2  川の防災情報 

 
 

4.  障害の発生 

 令和４年１２月１３日１５時ころ、乙部岳レーダ雨雪

量観測所の停電発生が検知された。停電により完全にレ

ーダ設備としての機能を停止したほか、遠方監視機能も

失われ、現地の状況把握が不可能となった。(株)フラン

クリン・ジャパンによる解析データによれば、停電と同

時刻に発生した雷の規模は１１ｋＡで雲放電と記録され

ており、今回の事象はこの雷の誘導雷によるものと推定

される。道路には積雪があり、登頂することができない

ため、当日は以降の復旧作業は限界と判断した。そこで

観測所の非常用発電機を復旧させるべく、現地に向かう

手段の検討を行った。 
 
 

5.  復旧までの経緯 

 レーダ設備の復旧までの経緯は以下のとおりである。 
(1) 現地到達方法の検討 
山頂にある観測所へ向かう道路は、５０ｃｍ程度の積 

雪があり、車両での登頂は不可能であった。 
次の手段として、ヘリコプターやスノーモービルの使 

用、道路の除雪といった選択肢の中から当初は費用面か

らスノーモービルを選択した。原因の特定と復旧作業に

かかる時間を踏まえ、２日間の連続した日程で調整する

も天候不良により、現地到達には至らなかった。翌年の

令和５年１月に再度スノーモービルを手配したがオペレ

ータの調整がつかなかったことから、やむを得ず高額と

なるがヘリコプターでの現地到達を計画した。しかし、

定期整備の時期ですぐには利用することはできなかった

ことやヘリポートの確保等、日程の調整に時間を要し、

最終的に現地に到達できたのは３月１日であった。(写

真-3) 

 
写真-3 現地へ向かう作業員とヘリコプター 

 
 現地の積雪は深いところで４ｍほどあり、通常は手の

届くはずのない装柱金具に触れることができるほどであ

った。(写真-4) 

 

写真-4 観測所付近の積雪状況 

 
(2) 高圧受電盤の破損と着霜の確認(令和５年３月１日) 
停電中のため真っ暗な観測所内を、懐中電灯やヘッド

ライトの明かりを頼りに調査した。室内の温度は－５．

８度、湿度は７３％であった。調査の結果、雷の衝撃に

よるものと思われる高圧受電盤内機器の破損及び気温低

下に伴う着霜を確認した。(写真-5、写真-6) 

損傷した機器は交換が必要であったため、その場での

復旧は不可能であると判断をし、復旧資材を準備したあ

と、あらためて現地に入ることとした。 
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写真-5 高圧受電盤内（避雷器）の破損 

 

写真-6 非常用発電機盤への着霜 

 
(3) 架空配電線および避雷器の損傷（４月２４日） 
配電線路の架空区間である１０ｋｍの調査を実施し、

電線の溶解による損傷が３か所と避雷器１０個の損傷を

確認した｡(写真-7、写真-8) 

電線は内部導体への損傷までには至っておらず、当年

度の工事で更新を行う区間であったことから絶縁テープ

での補修とし、避雷器のみを交換することとした。 

 
写真-7  架空高圧電線の外傷 

 

写真-8 避雷器の損傷 

 
(4) 埋設配電線路の正常性を確認（５月２５日） 
道路の通行が可能となり、残る埋設配電線路区間の調

査を実施したところ、障害は確認されなかった。この時

点で受電点から観測所間の配電線路における被害状況が

確定した。雷による被害は観測所のみならず、架空配電

線路にも及んでおり、広範囲で発生したものと判明した。 
 

(5) 観測所の受電開始（６月１４日） 
前述の(2)(3)で確認した障害箇所を復旧し、約半年ぶ

りに観測所の受電を開始した。しかし、観測所内はレー

ダ観測機器等の安定的な運用の目安である湿度６０％を

大きく上回る９０％と依然として高い状況にあった。結

露によるレーダ観測機器内部の回路がショートする危険

を回避するため、除湿器とサーキュレータにより除湿を

行った。高湿度の環境におかれた電子機器がどの程度の

影響を受けているかの判断が難しく、機器が故障した場

合には修理や製作に数ヶ月を要することになる。その場

合、再設置可能となる頃には再び冬期となり、復旧が困

難となることから、慎重に対応した。 
 

(6) 観測所内機器の受電（６月２７日） 
観測所内の湿度が６０％まで低下したことから、観測

所内の機器の電源投入を行ったところ、レーダ設備のサ

ーバにインストールされているソフトウェアが起動でき

ない不具合が発生した。(写真-9) 一部ファイルの再イ

ンストールで復旧した部分もあったが、システム全体と

しての起動ができなかった。ほかにも電波受信部１台及

び無停電電源装置の故障が判明したため、その場でのレ

ーダ設備の運用再開は不可能となった。なお、交換用の

電波受信部の入手には１か月程を要した。 
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写真-9  サーバ故障状態の画面 

 
(7) サーバの不具合が発生（７月５日） 
商用電源の停電時に非常用発電機が起動するまでの間、

観測所内の機器に電源を供給するための無停電電源装置

を仮設で新たに設置することとなり、レーダ設備の電源

を一度シャットダウンしたところ、再起動時に前回と同

様のサーバで不具合が発生した。詳細な原因調査を必要

とすることから現用機を工場に持ち帰り、その間は代替

機を用意して復旧までの時間を短縮させることとした。 
 

(8) レーダ設備の復旧（８月２日） 
電波受信部と合わせてサーバの代替機が準備できたこ

とから交換・調整を実施し、設備が停止してからおよそ

８か月を要して再びレーダ設備を稼働させ、観測データ

を配信することができた。(写真-10) 

  
写真-10 サーバの正常起動画面 

 
 

6.  問題点と対応に必要な環境の整備 

山間部にあるレーダ雨雪量観測所における障害では復

旧に至るまでに様々な問題点があった。これらの問題点

を踏まえ、維持管理に必要な解決策を提案する。 
 
(1) 雷害対策 
 乙部岳レーダ雨雪量観測所には避雷針の設置等、雷に

対する対応を実施済みであるが、今回の事案を踏まえ、

避雷設備をさらに強化すべく検討を行っている。具体的

には回転球体法に基づく観測所周辺の避雷針の追加や、

配電線路における避雷器の容量アップ等である。また、

新たな設備の状態検知技術を活用することで保安水準の

向上を図ることを目指している。 
 
(2) 道のりの整備 

 前述のとおり、乙部岳レーダ雨雪量観測所への道のり

はその麓から道道、町道、管理用道路に分かれている。 
冬期の除雪は実施しておらず、現地への到達手段が絞

られる原因となっている。 
山間部にある無線中継所においても実際に除雪を行っ

ている事例があることから、乙部岳レーダ雨雪量観測所

においても降雪時には道のり全て除雪する体制を組み、

常時観測所へ到達可能とすることで障害の実態把握・復

旧までの時間が短縮されることが見込まれる。今回の場

合、観測所の非常用発電機が再起動できたとすれば、給

油を継続することで設備の運用は維持できた可能性があ

る。除雪費用の捻出や関係各所との協定等、手続きは多

いが、レーダ設備の重要性から必要な対応である。 
たとえ常時除雪が不可能であっても、今回のようにヘ

リコプターを選択する場合があることから、緊急時に使

用可能なヘリコプターの確保及び費用の準備も必要であ

る。 
 
(3) 電源路の強化 

 観測所への電源は１経路のみであるが、今回のような

事案が起きた際には、電気設備としての安全管理上の理

由から原因を除くまで復電することはできない。 
あらかじめ受電のための別経路を用意しておくことで、

停電へのリスクを軽減することができる。今回の事案で

は埋設部の電線に損傷はなかったことから、全線埋設の

経路を整備することで雷害のリスクが下げられるものと

考える。非常用発電機については現状１台であるが故障

のリスクを考慮すれば２台体制での運用も必要である。 
 
(4) 予備機器の確保・保管 

レーダ設備の機器類は、観測設備ごとに専用のハード

ウェア及びソフトウェアが使用されているため、製作に

は多くの時間を要し、復旧が遅れる一因となっている。   
予備機一式を確保・保管し、非常時にはそれらと交換

をすることで即時の復旧が可能となる。単純計算では、

現状の２倍の設備費用となるが、停止が許されない以上

は、必要な費用である。納期が長いものを優先的に予備

機として保管しておくことで、復旧までの時間は大幅に

短縮される。 
 
(5) 施設維持のためのルール化 
 現状、冬期に発生した障害時における現地までの到達

方法はレーダ設備を管轄するそれぞれの担当部局の判断
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で決定している。スノーモービルによる現地への到達手

段もあるが、遭難や雪崩に遭遇する可能性もあるため安

全とは言えない。復旧作業に関わる作業員の命の保証は

絶対的な条件であることから、復旧への対応手段を明確

にルール化して、無理な指示を一切行わないことが重要

である。レーダ雨雪量観測所に必要なこれらの環境につ

いて、明文化し、ルールとして明確に基準を設けること

が必要である。 
 
 

7.  まとめ 

今回の障害の根本的な原因は雷害と断定しているが、

自然現象に対して雷対策には限界がある。そのため、設

備の障害は発生することを大前提として、対策を立てる

ことが重要である。被害の大きさや時期によって復旧へ

の道筋は非常に困難なものとなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設備の重要性から１日でも早く復旧すべきではあるが、

それにはまず作業員の安全が保障された環境であること

が必須である。前述の提案が整備・整理されることで、

復旧までにかかる日数は大幅に削減することが可能とな

る。障害発生時においては安全に、かつ早急な復旧対応

が可能となるよう、現在おかれている状況や体制、そし

て予算をあらためて見直す必要があるのではないか。 
当部では、検討中の雷対策を最優先事項として、本レ

ーダ雨雪量観測所への健全性の向上を行うこととした。 
一日でも早く適切な対策を講じて、国民のさらなる安

心・安全確保に向けた取り組みを具体的に進展させてい

く所存である。 
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